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千葉県旭市倉橋における硝酸性窒素等による汚染問題 その１ 

－水文地質単元と地下水流動－ 

 

吉田 剛 古野邦雄 楠田 隆 

 
１ はじめに 

千葉県内で高濃度の硝酸性窒素汚染があり，地下

水の汚染が周辺の河川にも影響を及ぼしていると考

えられる海匝地域北東部において，具体的に対策を

協議・実施して地下水の水質を改善すること及び，

成果を全国の硝酸性窒素対策のモデルとすることを

目的に，地下水の汚染削減に地域で取り組むための

体制を整備し，効果的な対策を講じるために必要な

汚染機構調査を実施する 2007 年度水質管理計画調

査（千葉県海匝地域北東部）委託業務の一部として

本調査はおこなわれている。 
この地域の汚染機構の詳細を把握するため旭市倉

橋において，地下水流動を支配する地質単元を把握

する地質調査と台地の上に観測井戸５本，辺縁に簡

易観測井戸２３本を設置し，地下水の流動方向の調

査を行った。 
  
２ 調査地域および地質概説 

銚子から北西に広がる標高 50～60m の鮮新統～

更新統の台地は，下位より凝灰質砂岩，砂岩泥岩互

層，凝灰質砂質泥岩，泥岩，砂質泥岩，泥質砂岩か

らなり，北西方向へ 1～3 度傾斜して一連整合に重

なっている３）。これらは，銚子半島の中東部で先第

三系や中新統を不整合におおい，台地の標高 30～
40m の位置で，中～粗粒の砂を主体とする香取層２）

と下末吉・武蔵野・立川の３層の火山灰層（ローム

層）１）とによって不整合におおわれている３）。 
 この鮮新統～更新統の犬吠層群は下位より，名洗

層，春日層，小浜層，横根層，倉橋層，豊里層の 6
層で構成される３）。 
 

３ 旭市倉橋地域の地質と水文地質単元 

台地を構成する地層は下位より泥層（倉橋層），砂

層（香取層），白色風化軽石層（常総層），ローム層，

表土である。 
泥層（倉橋層）は層厚約 190m である３）。青灰色

を呈すシルト～砂質シルトからなり，上位の砂層（香

取層）に侵食される。砂層は層厚約 18m である。

黄褐色を呈し，下部は細粒～中粒砂，上部は中粒～

粗粒砂からなる。砂層中には泥層との境界から上位

7m の層準に層厚 0.2m の凝灰質の黄褐色シルト層

が挟在する。白色風化軽石層（常総層）は層厚 0～
0.2m である。ローム層は層厚約 3m である。 
以上から地下水流動からみた水文地質単元に分け

ると，厚い泥層（倉橋層）が難透水層であり，その

上位の砂層（香取層），白色風化火山灰層（常総層），

ローム層が透水層となる。 

 
図１ 泥層（倉橋層）と砂層（香取層） 

の境界の等標高線図 
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４ 地層の分布 

泥層（倉橋層）と砂層（香取層）の境界の等標高

線図を図１に示した。この図１によると，台地の南

部では北北東の方向に傾斜し，台地の北部ではやや

西の方向に傾斜する構造を持つことが読み取れる。 
各地層の分布を図１に示した断面線より断面図を

作成した（図２,３）。北―南断面（A-A’）から泥層

の上端は南から北の2kmの距離で約2m下がる傾斜

を持つこと，台地の北部の西―東断面（B-B’）から，

泥層の上端は東から西の約 400m の距離で 1m 下が

る傾斜を持つことがわかった。 
 

 
図２ 北－南の断面図 

 

 

図３ 西－東の断面図 

 

５ 地下水流動 

 設定した水文地質単元に合わせた地下水の流動方

向を地下水位調査によって求めた。測定日は 2008

年 1月 30,31 日である。結果は図４に示す。 

 地下水の流動方向は泥層上端の傾きと同じ傾向を

示すことが予想されたが，結果は台地の地形に合う

流動方向となった。つまり，台地上から台地辺縁に

向かう地下水流動方向であることがわかった。これ

により，台地上という涵養域と台地辺縁という流出

域が近距離にあることがわかった。 

 

 

図４ 台地の地下水流動方向 
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